
№ 44 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ ■ その他 （ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

■ フン 内容物 （ ）

□ 食べ跡 （ ）

■ その他 （ ）

　上記の情報を含め、22日の現地調査では踏査しなかった地点(以前から果樹の食害が
発生している)についても確認して欲しいとの要請を受け、24日、南区役所およびEnVsion
環境保全事務所職員により現地調査を行なった。

　現地調査の結果、23日に物音を聞いた地点と新たに踏査した果樹食害地点で中型動
物のものと思われる被毛およびツメ跡などの痕跡を確認した。

　果樹園内で確認したヒグマのフンについては、22日の現地調査の際には確認されてい
ないことから、22日夜から23日朝の間に残されたものである。また、石山線から果樹園に
向かう作業道脇の果樹に付着していたヒグマの被毛を発見し、採取した。

現地調査結果

　頻繁にヒグマが侵入し被害を拡大させる恐れがあるため、情報提供者は電気牧柵の導
入を検討している。市では今後のヒグマの動向を調査するため、自動撮影装置を2基設
置した。1基については情報提供者がヒグマを複数回目撃したという地点(作業道上、石
山線近く)、もう1基については22日の踏査にてヒグマの足跡を確認した作業道と果樹園
が交差する地点付近である。今後は1週間に1,2回程度の頻度で映像を確認する予定。

出没日時

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

南区役所田辺係長、情報提供者

果樹2本からヒグマの被毛を採取した

果物、草本

備考

情報提供者からの聞き取り内容
23日(火)　02時30分頃 自宅近くの藪の中から動物の歩く音、鼻息のような音を聞いた
23日(火)　午前時刻不明 果樹園内でフンを発見した

早稲田、向井、服部

現地調査 メール・電話 その他

南区-31

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

中型動物の被毛、ツメ跡等の痕跡

平成23年8月23日(火)　2時30分頃

平成23年8月24日(水)　13時20分～15時

南区白川1814番地-100　



現地位置図　

現地位置図

フン

自動撮影装置

ヒグマの被毛、自動撮影装置

中型動物の痕跡
中型動物の痕跡

白川

高坂氏宅

果樹園

果樹園
石山線

現場位置

石山線

作業道

作業道



現地状況写真

写真1　ヒグマのフン 写真2　ヒグマの被毛

写真3　自動撮影装置 写真4　自動撮影装置設置状況

写真5　自動撮影装置 写真6　自動撮影装置設置状況

自動撮影装置

被毛採取した果樹

自動撮影装置



№ 45 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

■ フン ）

■ 食べ跡 （ ）

■ その他 （ ）

南区役所高橋係長、木村氏、情報提供者

服部、武田

南区-32

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年8月29日(月)  早朝　（発見日時）　

平成23年8月29日(月)　16時00分～16時50分

出没日時

出動日時

倒木の掘り跡有り

草本、アリ、トウモロコシ、果物の種などを含む8個

備考

対応結果

　同日午後、現地調査を実施したところ新たに4個のフンを発見した。これら8個のフンの
鮮度はほぼ1日以内のものであり、内容物には草本、アリ、トウモロコシの他、情報提供
者の畑では被害が出ていないない数種類の果物の種が含まれていた。

その他 (

内容物 (

　29日（早朝）に情報提供者が農作業に畑に出たところ、トウモロコシの畑が荒されてほ
ぼ全滅している状態を発見する。その後、付近を見回ったところ、クマと思われるフンを
4個、倒木への堀跡2ケ所を発見。南区役所へ報告をされる。

トウモロコシ約80本

出没場所

対応方法

調査者

同行者

南区豊滝522番地　

現地調査 メール・電話 その他

現地位置図

現場位置



現地状況写真

写真3　フン(トウモロコシ、草本) 写真4　フン（トウモロコシ、木の実)

写真5　フン(トウモロコシ、アリ) 写真6　フン(草本、果実の種、アリ)

写真1　フン(草本) 写真2　フン(トウモロコシ)



現地状況写真

写真11　トウモロコシ食害（比較的新しい） 写真12　トウモロコシ食害（比較的新しい）

写真9　堀り跡 写真10　堀り跡

写真7　フン(果実の種、アリ) 写真8　フン(トウモロコシ、草本)



現地状況写真

写真15　周辺環境(奥は被害トウモロコシ畑) 写真16　周辺環境(右前トウモロコシ畑)

写真13　離れた所へトウモロコシを引き込んだ跡 写真14　周辺環境(フンが見つかった林の中)



№ 46 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

□ ヒグマ ■ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

クマ、シカ以外の中型動物のトウモロコシ食害

　特別な対応は無し。クマ出没の隣接地ではあるため通常の警戒が必要であると思
われる。

　同日10時15分、現地調査を実施したところ、周辺には足跡、被毛、踏み跡等は発見
できず、また実の咬み跡も小さいため、クマ、シカ等の大型動物による食害ではないと
判断される。

その他 (

　30日朝、情報提供者が自宅裏の家庭菜園（所有者、耕作者ともに別）にてトウモロコ
シが十数本倒されているのを発見、クマを警戒し、市へ通報したものである。

内容物　（

現地調査 メール・電話 その他

南区役所斉藤氏、情報提供者

初谷、服部

南区-33

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年8月30日(火)　7時00分頃

平成23年8月30日(火)　10時15分～10時30分

出没日時

南区南沢2条4丁目16番地

備考

　トウモロコシ十数本が倒されており、周辺には実が散乱しており、実に対する食害も
おこっていた。

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者



現地状況写真

現地位置図

写真1　トウモロコシの咬み跡 写真2　倒されていたトウモロコシ

現場位置



№ 47 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

■ フン （ ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

南区藤野焼山線よりスキー場へ抜ける道路上

現地位置図

コクワ、草本を内容とする1個のフン

備考

対応結果

現地調査

南区-34

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年8月30日(火)  時刻不明　

平成23年8月30日(火)　10時15分～11時15分

出没日時

　30日朝（時刻不明）にスキー場の職員がフンを発見、通報。南区担当者と調査を実施、
焼山線よりスキー場エリアへ向かい約200ｍの地点でフンを発見、周囲50ｍを捜索、踏
み跡、被毛、足跡は発見できなかった。林間にあり、もともとクマの出没地域である。

メール・電話 その他

南区役所斉藤氏

初谷、服部

その他 (

内容物

現場位置



現地状況写真

写真1　フン(コクワ、草本) 写真2　周辺状況

写真3　設置された看板



№ 48 （ ）

□ □ ■ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

■ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン （ ）

□ 食べ跡 （ ）

■ その他 （ ）

その他 (

内容物

12.5

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

南区役所吉田係長、斉藤氏、JA職員、猟友会

現地位置図

解体および標本採取作業の補助

捕獲個体はメスの成獣であった。体長は150ｃｍ。左の前掌幅は12.5ｃｍ。右は12.3ｃｍ
であった。また、泌乳があったことから仔グマ連れであった可能性がある。個体の解
体および標本採取の補助を行い、肝臓、腎臓、胃、子宮、大腿骨を採取した。これら
標本はＪＡから環境科学研究センターに提出される。

早稲田、服部

現地調査 メール・電話 その他

南区-35

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

捕獲対応

平成23年8月31日(水)　捕獲時刻不明

平成23年8月31日(水)　10時45分～12時10分

南区豊滝44番地　

現場位置



現地状況写真

写真1　捕獲個体 写真2　標本採取作業



№ 49 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

■ フン （ ）

■ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

南区藤野493番地

草本、アリ、トウモロコシ、果物の種などを含む4個

備考

右手の林内、トウモロコシ畑に3ヶ所フンがあり、カボチャ2個にツメ跡。またトウモロコ
シが約60本倒され、一部は隣接した林内に引き込まれていた。左手のプルーンの果
樹林内に1ヵ所フン、奥の果樹の枝が2本折られていた。なお、折られていた果樹の下
にフンが見られたが、クマではない中小動物のフンであった。

対応結果

南区-36

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年8月31日(水)　時刻不明

平成23年8月31日(水)　13時10分～13時50分

出没日時

現地調査 メール・電話 その他

無し

早稲田、服部

トウモロコシ約60本、プルーンの枝2本、カボチャツメ跡2個

前日フンが発見された、焼山線からスキー場へ抜ける道路とは隣接している（約300
ｍ）。

フンの内容は①トウモロコシ、②草本、アリ、果実、③草本、アリ、果実、④草本、アリ
であり、いずれも1日以内の新しいものであった。

その他 (

内容物

現地調査に赴いた時点では情報提供者が不在であったため、詳しい経緯を聴取でき
なかった（農地内に目印をつけていただいていた）。電話により許可を得て調査を行
う



現地位置図

現場位置



現地状況写真

写真4　フン(④、草本、アリ)

写真1　フン(①、トウモロコシ) 写真2　フン(②、アリ、草本、果実)

写真5　折られた枝 写真6　カボチャのツメ跡

写真3　フン(③、アリ、草本、果実)



№ 50 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

□ ヒグマ ■ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

現地調査を実施したところヒグマの痕跡は発見されず、エゾシカの足跡が確認され
た。

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

内容物 (

エゾシカの足跡

早稲田、服部

現地調査 メール・電話 その他

現地位置図

その他 (

南区-37

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年8月30日(火)　時刻不明

平成23年8月31日(水)　14時14分～14時50分

南区石山1038番地-2

情報提供者

現場位置



現地状況写真

写真1　周辺環境　
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■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目： cm 2頭目： cm

3頭目： cm 4頭目： cm

■ フン ）

■ 食べ跡 （ ）

■ その他 （ ）

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

南警察署2名、南区役所吉田係長、木村氏、情報提供者

モモの果樹2本にヒグマの被毛が付着、果樹の枝折損

モモ

　9月5日(月)、情報提供者がモモの収穫作業中にヒグマによるものと思われる果樹枝
の折損を発見し、通報した。石山線から北側では9月4日(日)から電気牧柵を設置して
いており、その後侵入した形跡は無かったが、今回初めて石山線南側の果樹園で被害
が確認された。
　現地調査の結果、フンを2個(ともに内容物はモモ)、被毛を2箇所で確認、採取したほ
か、5,6本の果樹で枝の折損が確認された。また、1個のフンについては、情報提供者の
証言および当日の天候状況から、9月5日(月)の午前中に残された非常に新鮮なもので
あると推測される。

備考

対応結果

向井、柴田、佐藤

南区-38

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年9月5日(月)　午前中(時刻不明)　

平成23年9月5日(月)　15時30分～17時00分

出没日時

南区白川1084番地-100　

モモ

内容物　（

現地調査 メール・電話 その他

その他 （



現地状況写真

写真1　ヒグマの被毛 写真2　ヒグマの被毛を採取した果樹

写真3　ヒグマの被毛 写真4　ヒグマの被毛を採取した果樹

現地位置図

現場位置



現地状況写真

写真7　果樹の枝の折損 写真8　折られた枝

写真9　自動撮影装置移設状況 写真10　自動撮影装置移設状況

写真5　ヒグマのフン 写真6　ヒグマのフン
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■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

□ ヒグマ ■ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン （ ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

南区－39

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

タヌキのためフン

平成23年9月6日(火)　午前中(時刻不明)

平成23年9月6日(火)　11時20分～11時35分

南区真駒内280番地　ゴルフ場

向井

現地調査 メール・電話 その他

現地位置図

痕跡調査の結果、臭いや、内容物、新旧見うけられる事からタヌキフンと判明した。

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

南区役所職員2名、ゴルフクラブ職員5名

その他 (

内容物

現場位置



現地状況写真

写真3　周辺環境 写真4　周辺環境

写真1　フン近景 写真2　フン近景
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■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

■ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

■ フン （ ）

■ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

痕跡の情報を受け調査した結果、ヒグマの足跡9.5ｃｍ、食害（スイートコーン）を確認、
およびフンを4箇所から採取した。

9.5

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

　

スイートコーン、プルーン等を内容する4個

プルーン、スイートコーン

向井、佐藤

現地調査 メール・電話 その他

現地位置図

その他 (

内容物

南区-40

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年9月7日(水)　朝(時刻不明)

平成23年9月7日(水)　13時30分～14時30分

南区藤野544番地　

南区役所吉田係長、木村氏、情報提供者

現場位置



現地状況写真

写真1　ヒグマの足跡 写真2　ヒグマのフン①

写真3　ヒグマのフン② 写真4　ヒグマのフン③

写真5　ヒグマのフン④ 写真6　ヒグマの食痕①（近景）



現地状況写真

写真9　被害を受けたスイートコーン畑

写真7　ヒグマの食痕①（遠景） 写真8　ヒグマの食痕②



№ 54 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

■ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

■ フン ）

■ 食べ跡 （ ）

■ その他 （ ）

その他（ 

南区-41

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年9月7日(水)　朝(時刻不明)

平成23年9月7日(水)　14時25分～15時00分

南区藤野493番地　

南区役所吉田係長、木村氏、町内会長、情報提供者

プルーン、スイートコーン

向井、佐藤

現地調査 メール・電話 その他

現地位置図

果樹の枝の折損、果樹の枝からヒグマの被毛1本を採取

オニグルミ、スイートコーン、プルーン等を内容する4個内容物 (

　8月31日(水）に被害を確認(出動結果記録票№49にて報告)して以来、ヒグマによる当
該果樹園への侵入が継続している。情報提供者によれば、同じスイートコーン畑には
毎日侵入した形跡が見られ、同敷地内の別のスイートコーン畑にも被害が拡大してい
る。また、9月7日(水)朝、果樹2本について新たな枝の折損が確認されたという。

12

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

現場位置



現地状況写真

写真5　ヒグマのフン(オニグルミ、他) 写真6　ヒグマの被毛

写真3　ヒグマのフン(オニグルミ) 写真4　ヒグマのフン(スイートコーン、プルーン)

写真1　ヒグマの足跡 写真2　ヒグマのフン(オニグルミ、他)



現地状況写真

写真7　果樹の枝の折損箇所 写真8　果樹の枝の折損箇所

写真9　被害を受けたスイートコーン畑 写真10　ヒグマの食痕(スイートコーン)



№ 55

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

□ ヒグマ ■ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン 内容物 （ ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

　

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

中央区役所、情報提供者盤渓小学校職員

現地位置図

　

　

フンの痕跡の情報を受け調査した結果、臭い、内容物等からタヌキフンと判明した。

中央区盤渓小学校裏

向井、佐藤

現地調査 メール・電話 その他

その他 (

  (中央区-7)

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

　

タヌキのフン

平成23年9月7日(水)　朝 (時刻不明)

平成23年9月7日(水)　15時45分～16時15分

現場位置



現地状況写真

写真1　タヌキのフン（遠景） 写真2　タヌキのフン（近景）



№ 56 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

■ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン （ ）

□ 食べ跡 （ ）

■ その他 （ ）

その他 (

内容物

14.5

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

南区役所吉田係長、他2名、JAさっぽろ2名、南警察4名、猟友会8名

木製柵破損(果樹園への侵入跡)、柵の木材に付着した被毛を採取

（聞き取り内容）
9日0時頃　　　　石山線から北側の果樹園へ侵入するヒグマの姿を同果樹園主が目
撃した
9日6時頃　　　　隣接する別の農園主が、先の果樹園内にいるヒグマを目撃した
9日時刻不明　　果樹園主が果樹園と石山線との境にある木製の柵が破壊されている
のを発見した。

果樹園の山側には電気牧柵が設置されており、石山線側には脱出した形跡が確認さ
れなかったことから、ヒグマが電気牧柵の内側に取り残されている可能性があったた
め通報した。

(猟友会による対応)
　猟友会が電気牧柵の内側を踏査したがヒグマの姿は確認されなかった。また、電気
牧柵の内側で発見された足跡を追跡したが、脱出経路は確認できなかった。果樹園
北側の山麓を踏査したところ、数百m離れた森林内で新しいヒグマのフンおよび寝跡
が発見された。これらが果樹園から脱出後に残されたものであると判断し追跡を終了
した。

(エンヴィジョンによる現地調査)
　5日に移設した自動撮影装置のデータを回収した他、猟友会による踏査終了後、電
気牧柵内で発見された足跡の計測等を実施した。足跡の幅は14.5cmであり、これまで
同果樹園で確認されたものと同一の大きさである。また、自動撮影装置で記録された
映像を確認したところ、ヒグマがモモを食害する様子が確認された。

向井、柴田、服部

現地調査 メール・電話 その他

南区-42

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年9月9日(金)　0時頃から

平成23年9月9日(金)　9時50分～11時30分

南区白川1814番地-100　



現地位置図　詳細

現地位置図

現場位置

自動撮影装置

足跡

白川

果樹園主宅

果樹園

果樹園 石山線

石山線

作業道

作業道 隣接の農園

ヒグマの被毛

0：00目撃地点

6：00目撃地点

電気牧柵(5日設置)

電気牧柵(8日設置) 電気牧柵(今回の出没を受けて設置予定)



現地状況写真

写真1　目撃場所付近の環境 写真2　ヒグマの被毛

写真3　被毛採取地点 写真4　ヒグマの足跡

写真5　自動撮影装置で記録されたヒグマ 写真6　電気牧柵



№ 57 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

□ ヒグマ ■ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

その他 ( タヌキのフン

内容物　

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

中央区役所佐藤係長、森山氏、西警察宮の森交番2名

現地位置図

フンの痕跡情報を受け調査した結果、臭い、内容物等からタヌキフンと判明した。

向井、柴田、服部

現地調査 メール・電話 その他

中央区-8

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年9月8日(木)　10時00分頃

平成23年9月9日(金)　15時～15時30分

中央区盤渓201番地付近

現場位置



現地状況写真

写真1　タヌキのフン



№ 58 （ ）

□ □ ■ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

■ フン ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

スキー場職員が11日の10時ごろ、同施設付近の作業道にてヒグマのフンらしきものを
発見し、回収した。エンヴィジョン職員によりフンを確認したところ、オニグルミを食べた
ヒグマのフンであることが分かった。

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

オニグルミ内容物　（

痕跡判断

福田、初谷

現地調査 メール・電話 その他

現地位置図

その他 (

南区-43

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年9月11日(日)　10時ごろ　

平成23年9月12日(月)　15時10分～15時21分

南区藤野473番地　スキー場付近

南区役所吉田係長、斉藤氏

現場位置



現地状況写真

写真1　ヒグマのフン 写真2　ヒグマのフン



■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

□ ヒグマ ■ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン （ ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

地面の窪み

平成23年9月13日(火)　時刻不明

平成23年9月13日(火)　11時30分～11時50分

クマの足跡に似ていたが、良く見ると何らかの要因によりできた地面の窪みであること
が判明した。

手稲区金山3条2丁目7番地付近

向井、福田

現地調査 メール・電話 その他

その他 (

内容物

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

№59 （手稲区-　1）

調査者

現地位置図

　

現場位置



現地状況写真

写真1　現場周辺環境 写真2　地面の窪み（足跡ではない）



№ 60 （ ）

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

□ ヒグマ ■ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

その他 ( タヌキのフン

内容物 (

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

清田区役所山崎係長、恒元氏

現地位置図

通報された情報に従って現地を踏査したが、ヒグマのフンは発見されなかった。また、
現場にはタヌキのためフンが点在していたことから、それらをヒグマのフンと誤認した
ものと思われる。

向井、福田

現地調査 メール・電話 その他

清田区-5

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年9月11日(日)　11時45分　　　

平成23年9月13日(火)　

清田区白旗山　山部川付近

現場位置



現地状況写真

写真1　現場周辺環境



■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

■ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

■ フン ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

測定不能

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

オニグルミ、コクワ

9月14日（水）5時35分ごろ路上にいた体長約1.5m程のクマを目撃との情報。目撃付近
にて調査を行ったところ、目撃箇所に足跡らしき痕跡があったが測定不可能。目撃者
が３日前に近くの林に入ったところクマのフンを発見。内容物を確認すると、フンから
オニグルミ・コクワの内容物を確認した。

内容物 (

現地調査 メール・電話 その他

南区役所吉田係長、斉藤氏

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

　

　

平成23年9月14日(水)　5時35分

平成23年9月14日(水)　13分55分～14時40分

南区簾舞392番地、簾舞135番地付近

柴田、佐藤

( 南区-44 )№61

その他 (

現地位置図

現場位置



現地状況写真

写真1　ヒグマの目撃現場No.1 写真2　ヒグマの目撃現場No.2

写真3　ヒグマの足跡 写真4　ヒグマのフン発見場所

写真5　ヒグマのフン(クルミ、コクワ）



№ 62

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

■ ヒグマ □ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン ）

■ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

その他 （

現地位置図

　

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

　

スイートコーン

平成23年9月14日(水)　7時30分ごろ

平成23年9月14日(水)　14時49分～15時40分

南区簾舞47番地　

柴田、佐藤

現地調査 メール・電話 その他

南区役所吉田係長、斉藤氏

9月14日7時半ごろ、情報提供者が畑に行くと数十本のスイートコーンの食害を発見し
たとのこと。現地調査に行った結果、荒らされたスイートコーンの茎などは情報提供者
に刈り取られていたため、判断が困難であったが近くに獣道らしき跡、スイートコーン
を引き込んだ跡があることから、クマと判断した。

内容物 (

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

（南区-45）

出没日時

備考

対応結果

同行者

現場位置



現地状況写真

写真5　新規設置の注意喚起看板（遠景） 写真6　新規設置の注意喚起看板（近景）

写真3　ヒグマの食痕 写真4　獣道

写真1　被害を受けたスイートコーン畑① 写真2　被害を受けたスイートコーン畑②



№ 63

■ □ □ （　　 ）

 情報の内容

□ ヒグマ ■ ）

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン （ ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

( 西区－4 )

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

出没日時

同行者

出動日時

出没場所

平成23年9月17日（土曜日）　時刻不明

平成23年9月20日（火曜日）　14時05分

西区福井478番地付近

柴田、初谷

現地調査 メール・電話 その他

現地位置図

現地調査の結果、臭い、内容物、新旧重なり合っていることから、フンはタヌキのため
フンと判断した。

備考

対応結果

内容物

タヌキのためフン

対応方法

調査者

西区役所飯田係長

その他 （

現場位置



現地状況写真

写真1　タヌキのためフン 写真2　タヌキのためフン

写真3　タヌキのためフン



□ ■ □ （　　 ）

 情報の内容

□ ヒグマ ■

ヒグマの場合

□ 姿を目撃

□ 足跡 前足の足跡の幅 1頭目 cm 2頭目 cm

3頭目 cm 4頭目 cm

□ フン ）

□ 食べ跡 （ ）

□ その他 （ ）

その他 （

内容物（

出没日時

備考

対応結果

同行者

出動日時

出没場所

対応方法

調査者

現地位置図

9月20日（火）メールにて調査依頼あり、フンの形状、新旧みうけられる事から中型動
物のフン（タヌキのためフン）の可能性大と思われます。

中型動物のフン　　　　　　　　　　　）

向井

現地調査 メール・電話 その他

（みどり　1）

平成23年度野生動物の市街地侵入防止策と出没対応モデル実施事業
出没対応専門員配置　　出動結果記録票

平成23年9月20日(火）

平成23年9月21日(水）

中央区自然歩道三角山ルート　大倉山から小別沢に向かって8分位の場所

№ 64

現場位置



現地状況写真

写真1　中型動物のフン　




